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1.はじめに

近年､グリーンラン ドの氷床コアや北大西洋の海底堆積物の地質学､地球科学的研

究から､過去においてダンスガー ド･オシュガーサイクルのような ドラスティックな

地球環境変動があったことが明らかにな りつつある (e.g.Bondeta1.,1993).この

大西洋に端を発 した環境 ･気候変化が北太平洋､日本近海にどのような､あるいは､

どの程度影響をおよばしたのかということが我々が明かにしたいテーマの 1つである｡

現在我々は中部日本太平洋沖の海底堆積物に記録された生物地球化学的指標を用い

て､最終氷期から現在までの数万年スケールの海洋環境の変動を復元している｡ 日本

近海で得 られた環境変動と大西洋､あるいは全球規模の環境変化と対比するためには

より精度の高い時間軸の設定が不可欠である｡本稿では中部日本太平洋沖の西七島海

嶺域から得 られた半遠洋性堆積物のAMS14C年代の結果を報告し､同じ堆積物試料の生

物地球化学指標に記録された急激な環境変化のスパイクの年代 と､大西洋の同時期の

環境変化 との対比について考察するつもりである｡

Fig.1SamplinglocationsofsedimentcoresoffJapan,northwestemNorthPacific･hatched
linesrepresentthegeneralpathsoftheKuroshioandOyashioCurrentsinthedirectionofthe
arrowsbasedonNitani(1975)(fromSawadaandHanda,insubmitted).
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2.試料と方法

分析に使用したピス トンコア試料は､東京大学海洋研究所の淡青丸KT92-17次航海で

西七島海嶺域において採取されたものである (KT92-17St.14:32040.1'N,138027.3'
E,･St.19.･3105.7'N,138039.9'E,･St.20:30022.6'N,138038.9'E,Fig.1)0St.20は､

最上部が欠損しているので､同研究所白鳳丸KH94-3次航海の同海域で採取されたマル

チプルコア試料 (LM14)で補った.

3本のコア試料はいずれもタービダイ トや火山灰を挟在する比較的均質なシル ト質

粘土からなる.KT92117St.14､St.20は､ともに広域火山灰である姶良丹沢火山灰

(AT:24330±225yrBP;村山ほか,1993)が同定されている (村山はか,1995;金松ほか,

1995).また､全有機炭素(TOC)･窒素(TON)含有量を測定し､その極小値を示す層と

岩相記載 (阿波根,私信)を照らし合わせ､タービダイ トあるいは火山灰層と推定する

ことも行った｡コアは各々2.4cmごとに切断され､分析に用いられるまで-20℃で保存

された｡

14C年代測定用試料は､村山はか (1993)の方法を参考にして次のように調製した｡

堆積物試料を60meShのふるいで水洗し泥質部を除いた後､その中から実体顕微鏡下で

浮遊性有孔虫Neogloboquadopl'Dadutertrelを拾い集めた｡この種で分析に必要な量が

得られない場合には､Globl'gerl'DOl'desTuber,a.bullol'desも加えた｡堆積後の有孔

虫殻表面で置換されたC02を除去するために0.2N希塩酸で軽 く溶解させ､その後､

約450oCで 1時間燃焼させて有機炭素を除去した｡その試料を850℃で燃焼してC02に
気化し精製した後､水素還元法 (Vogeleta1.,1987)にしたがって鉄粉約2mgを触媒

にしてグラファイ ト炭素を得た｡

このグラファイ トから､名古屋大学年代測定資料研究センターのタンデ トロン加速

器質量分析計を用いてAMS14C年代を測定した (NakanuraandNakai,1989)0

3.西七島海嶺域のAHS14C年代

西七島海嶺域の堆積物のAMS14C年代値をTablelとFig.2に示した.14C年代値は

Libbyの半減期 (5570年)を用いて計算した｡北西太平洋における大気 14C02の海洋

にとけ込むまでのラグ (reservorage)は明かにされていないのでその補正はできず､

よって本研究ではカレンダー年代には変換しない｡

14C年代値から推定した堆積速度は､KT92-17St.14とSt.20では7-17cm/kyrである｡

ただし､St.20のコア トップは5218±299yrBPである.KT92117St.19の堆積速度は､

コア トップから311cmまで約8-21cm/kyrであるが､311-422cmでは約55cm/kyrとかな

り大きくなる｡このSt.19のコアサイ トにおいては､たぶん上方の斜面からのスランプ

堆積物が比較的大量に供給された可能性がある｡

本研究のAMS14C年代値は､同コアで得られた浮遊性有孔虫の酸素同位体曲線によっ

て推定された年代 (阿波根ほか,未発表データ)と調和的な結果を示した｡

4.北太平洋と北大西洋の環境記録との対比

KT92-17St.14,St.19,St.20の3本のコアにおいて我々はアルケノン不飽和指数

(Uk'37)を測定し､過去2.5万年の海洋表層水温を復元した (沢田 ･半田,1993;1
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Table1Radiocarbonagesandmarkervolcanicashesofthethreecoresanalyzed･

Core Radiocarbondatings Markervolcanicashes

Depthfrom Age(yrBP) Depthfrom Volcanicash

thetop(cm) thetop(cm)

St.14 24.8-27.3 3810土日658.4-60.9 6745土ZO9150.6-153.1 14055土143203.4-205.9 16509土264 285-299.5 AT

St.19 86.4-88.9 8172土ZO5142.2-144.7 12996土262310.I-312.6 L20246士241421.0-423.5 22232±844

MarkervolcanicasheswereidentifiedbyMurayamaetal.(1994)andKanematsuetal･(1995)･
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Fig.2VerticalprofilesofHcagesofplanktonicforaminiferaltestsinthethreecores(KT92-
17St･14,St･19,St.20)collectedfromtheNishishichitouRidgeoffcentralJapan.Thecolumn
ontheleftslideofeachpanelindicatesthesedimentaryfacies.Thesolidanddiagonal
hatchedbarsindicatethevolcanicashandturbiditelayers,respectively(Ahagon,
unpublisheddata)(fromSawadaandHanda,insubmitted).
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994). Uk'37とはEmlll'aDl'ahuxleyl'などの円石藻が合成する長鎖アルケノンの不飽

和化合物の比で次式で計算される (Prahleta1.,1988).

Uk'37=[37:2]/([37:2]†[37:3]) ([37:Ⅹ]:炭素数37の 2重結合をⅩ個持つアルケ

ノンの濃度)

アルケノンを合成する藻類はこの化合物により膜の流動性を調節すると考えられて

いて (Marloweeta1.,1984)､低温ほど3不飽和アルケノンを増やす性質を持つ.か

つ堆積後もその比は変わらないことから (Prahleta1.,1989)､古水温を推定するた

めの有効な指標 として広 く使われている (e.g.Brasselleta1.,1986).

広 く使われているUk'37と水温の関係式 (Uk'37=0.034T(oC)†0.039;Prahlet
a1.,1988)を用いて換算 した水温をFig.3に示した｡3本いずれのコアも氷期 (2.5-

1.0万年前)から完新世 (1.0万年前～現在)で約1.5-2.5oCの水温上昇があることが

わかった｡中部日本沖の氷期における海洋表層の冷却の主な原因として､現在と最終

氷期の水温差が平均的な北太平洋のそれ (CLIMAPProjectMember,1976;Mooreeta
1.,1980)と同じであることから､親潮の南下 (Chinzeieta1.,1987)や黒潮の蛇行

による冷水塊の頻発 (尾田 ･森本,1992)といった局所的に増幅された冷却というより

北半球中緯度域における日射量の低下などによるグローバルな冷却に原因を求めたほ

うがよいと考えられる (SawadaandHanda,1'DSubml'tted,1996)0

しかしながら本論で注目したいのは､St.14やSt.19にみられるいくつかの温暖 ｡寒

冷のパルスである｡これらは中部日本沖にイベント的に現れた環境変化を示すものと

考えられる｡St.14,St.19,St.20のコアサイ トはいずれも黒潮流域にあたり､海洋表

層は黒潮の影響を受ける｡黒潮は､中部日本沖において本州に沿って直進する流路 と

本州から大きく離れ遠州灘沖で大蛇行する流路があ り､現在においてはともに準安定

の流路である (e.g.Nitani,1975)｡しかし､氷期まで遡った過去においては､黒潮

の流軸も地球規模の環境変化の影響を受けて変動してきた可能性がある｡

Fig.4では､St.14,St.19,St.20において同じ年代におけるそれぞれのコアサイ ト

の間での水温差 (△T)を示した｡この図において､△Tがマイナスであれば北側

(本州側)のSt.14が温かいことを示し､黒潮流軸は直進路が卓越 していた可能性が示

唆される｡逆にプラスならば､大蛇行が卓越 してSt.20あるいはSt｡19において温暖で

あ り､大蛇行に伴う冷水塊の影響でSt.14の海域は冷却されたことが示されると考えら

れる｡現在のSt.20とSt.14､St.19とSt.14の△Tは約1.2oCである (Fig.4)0△Tの

過去2.5万年間の変動をみると､St.20とSt.14､St.19とSt.14の△Tはともに､約2.1

-2.0万年前､1.1-1.0万年前､8-7千年前にマイナス側への顕著などークがみとめら

れた｡この時期には黒潮流軸が本州に近づいて直進路が卓越 していたことが推定され

る｡また､1.6-1.3万年前はやや△Tが現在の値より大きいので､比較的蛇行路が卓

越 してSt.14コアサイ トの海洋表層が冷却されていた可能性が考えられる｡

この黒潮流軸の変動に現れたスパイクが北大西洋で報告されているイベントと関わ

るのかどうかを考察するためにそれぞれの年代を比較した (Table2)｡各パルスの年

代はAMS14C年代が決められた層準を基準時間面にして､タービダイ トや火山灰層の層

厚を差 し引いた後に内挿 して求めた｡ただし､カレンダー年代が得 られないので慣例

的な14C年代で比較した｡すると西七島海嶺域の△Tのスパイクは､ハインリッヒイ
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Fig･3VariationsinU㌔7--basedtemperatures(oC)inthethreecoresoftheNishishichitou
Ridgeover25ka(fromSawadaandHanda,insubmitted).
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Fig･4Variationsinthetemperatureyalues(oC)subtractingUk37■-basedtemperaturesofSt.14
fromthoseofSt･20･orthoseofSt･19inthesame14C-derivedages･
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Table2Agesofw- andcoldeventsintheNorthAtlanticandcoldandwan pulsesofUr,7-based

temperaturesoffcentralJapan.

events IceCore.
ercount calendera conventionala

coldandwan conventional14Cages
ulsesoffcentralJa

Hypsithermalage

MeltwaterpulseIB

YoungerDryaLSeventOnset1300士70*3

end 11640土250*3

MeltwaterpulselA

Heinljcheventl 14000*6

Heinrichevent2 21300*6

I0445*2

115∝k2(氾*3

I3070+2

13490士220*5

13250士90*5

14590土230*5

14680士400*3

19970士330*5

20550土260*5

21I10土220*5

21370士220*5

8000-6000*1

9500*2

i1000*4

10000*4

12000+2

13890±220*5

13650土90*5

14郷 土230*5

20370士330*5

20950士260*5

21510士220*5

21770士220*5

1 8α)0-7500

2 11500-10000

3 16000-13000

4 21000-20000

Datafortheagesarereprtedby+lAnderson(1985),*2FairbaJlks(1989)*3Alleyetal.(1993),

+4RuddimanandMctntyre(1981).+5Bondetal.(1992).*6Bondetal.(1993).

ベント1,2(Hl,H2)､ヤンガードライアスイベント (YD)､完新世の高温期 (Hyps
ithermalage)のそれぞれによく対応する｡ ただし､Hlについては期間が約3000年と

長く完全に対応 しているとはいいにくい｡

これらが直接関わっているのか､そうであるとしたらどのようなメカニズムで黒潮

の流軸を直進､蛇行それぞれのモードに偏 らせるのか､現在考察､検討しているが､

いずれにしても北大西洋の急激な環境変化のイベントと同時期に中部日本沖において

パルスが現れることは興味深いことである｡
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14c agesofthehemlpelaglCSedimentsintheNishishichitou
● ●

RidgeoffcentralJapaninthenorthwesternNorthPacific

KenSawadalandNobuhikoHandal

1.InstituteforHydrospheriC-AtmosphericSciences,NagoyaUniverslty,

Chikusa-ku,Nagoya454-01,Japan

Radiocarbon(14C)determinationsoftheplanktonicforam iniferal

calcareoustestsinthreesedimentcoresfromtheNishishichitouRidgeinthe

northwestNorthPacific,offcentralJapan,wereconductedbyanaccelerator

massspectrometer(AMS)oftheDatingandMaterialsResearchCenter,

NagoyaUniverslty.

Downcorechangesinseasu血cetemperatures(SSTs)Werealso

estimatedfromtheunsaturationratiosofC37alkenones(Uk,,.)inthree

sedimentcoresfromtheNishishichitouRidgeover25ka.Historicalvariations

ofSSTsinthisareashowedthatsomewan andcoldpeaksweredistinctively
discemiblefromca.21to20ka,fromllto10andfrom8to7ka,andfromca.

16to13ka,respectively･Theagesofthesepulseswerepresumedbylinear

interpolationonthebasisofthesedimentarylayerswhich14cageswereknown,

afterexcludingthetuebiditeandvolcanicashlayersandwerecorrelatablewith

thecoldeventsinNorthAtlanticOceansuchasHeinricheventandYounger

Dryasevent,andwan eventssuchasthermalagesduringHolocene･
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